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まえがき 

 

 燃料プール冷却浄化系配管は設計基準対象施設においては既設のクラス３管，重大事故

等対処設備として重大事故等クラス２管に分類される。 

 この分類に基づき，添付書類「Ⅴ-3-1-6 重大事故等クラス２機器及び重大事故等クラ

ス２支持構造物の強度計算の基本方針」及び「Ⅴ-3-2-6 クラス３管の強度計算方法」並

びに「Ⅴ-3-2-10 重大事故等クラス２管の強度計算方法」に基づき管の基本板厚評価を

実施する。 

 

 また，燃料プール冷却浄化系配管については，施設時の適用規格が「発電用原子力設備

に関する構造等の技術基準」（昭和 45 年 9 月 3 日通商産業省告示第５０１号）（以下「告

示第５０１号」という。）であり，評価にあたっては，「発電用原子力設備規格 設計・

建設規格（2005 年版（2007 年追補版含む。））＜第 1 編軽水炉規格＞ＪＳＭＥ S NC

１－2005/2007」（日本機械学会）（以下「設計・建設規格」という。）と告示第５０１

号の比較を行い，いずれか安全側の規格による評価を実施する。 

 

 なお，重大事故等クラス２管の材料及び構造については「実用発電用原子炉及びその附

属施設の技術基準に関する規則の解釈」（平成 25 年 6 月 19 日 原規技発第 1306194 号）

第 55 条に規定されており，クラス２管と同等の評価を実施することから，本計算書にお

いては，条件の厳しい重大事故等クラス２管としての評価を記載する。 
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